
令和 4 年 10 月 20 日 

プレスリリース 

 

「酒井家庄内入部 400 年記念事業」協賛事業 

鶴岡商工会議所 庄内藩をテーマとした土産品開発事業 

≪丸にかたばみ紋入り江戸扇子と絹製扇子袋≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鶴岡商工会議所では、旧庄内藩主・酒井家の庄内入部 400 年を記念し、鶴岡シルク株式会社と江戸

扇子職人 松井宏氏によるコラボプロダクト≪丸にかたばみ紋入り江戸扇子と絹製扇子袋≫を企画、

開発いたしました。 

令和 4 年 10 月 8 日「酒井家庄内入部 400 年記念式典レセプション」において、関係者への贈呈品

として採用いただいただけでなく、シルクミライ館にて一般販売も行います。お目出たき本年にふ

さわしい商品となっております。 

 

鶴岡特産“サムライシルク”と友好都市・江戸川区の伝統工芸「江戸扇子」のコラボプロダクト 

 

扇はその形が末広がりに通じるとして、お目出たい席の引き出物にもされ、お宮参りや七五三、結婚式な

どの人生の節目にも欠かせない存在です。鶴岡市は、令和 3 年に旧庄内藩と深い繋がりのある松ケ岡

が開墾 150 年、鶴岡市友好都市・江戸川区との盟約が 40 周年、そして、令和 4 年酒井家庄内入部

400 年と大きな節目を迎えました。酒井家と鶴岡・庄内の 400 年の歴史の中で生まれた絆と産業の

結びつきから生まれた、粋で城下町らしい和小物です。 

 

古来から多くの日本人が愛した藍色 

 

黒く見えるほど濃い藍色「褐色（かちいろ）」は「勝ち色」に転じ、縁起物として武士に愛好され、

江戸時代には粋を好む庶民の間にも広く普及しました。明治時代には“ジャパンブルー”と称され



るほど、藍色は日本を象徴する色の一つとなったのです。今回は「勝ち色」をベース色とし、柄のデ

ザインはテキスタイルデザイナー須藤玲子氏監修による酒井家家紋「丸にかたばみ」を用いたデザ

イン候補の中から、第 19代後嗣酒井忠順氏より選んでいただきました。 

扇子が生み出す“サムライシルク”の粋な風を感じていただけたら幸いです。 

 

－－－－－－－－－－－－ 

10 月 21 日（金）より鶴岡アートフォーラムで公開されるテキスタイルインスタレーション≪ファ

ンファーレ 扇の舞≫でも本商品のデザイン柄が起用されており、本商品も販売しています。 

 

 

Design Consulting デザイン監修          Hand-crafting 扇子制作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制作販売  鶴岡シルク株式会社 

企画協力  酒井家第 19 代後嗣 酒井忠順氏 

事業協力  鶴岡市「酒井家庄内入部 400 年記念事業」実行委員会 

事業主催／問い合わせ  鶴岡商工会議所総務企画課企画係 後藤 TEL（0235）24-7711 


